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修士論文要旨
指定管理者制度におけるスポーツ施設のマネジメントに
必要な能力に係る研究
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第1章　序論
わが国では「民間でできるものは民間に委ねる」
という基本的な考え方のもと，行政改革が推進され
ている．行政サービスのより効果的な提供を促すた
め，PFI法（1999年），市場化テスト法（公共サービス
効率化法，2006年），そして地方自治法の一部改正に
伴い，これまでの公の施設の管理を特定の法人等に
限った管理委託制度から，民間事業者にまで拡大し
た指定管理者制度（2003年）が導入された．
第2章　研究の日的
指定管理者制度については，選定方法や決定の手
順については手探りの面も多く，新制度の導入段階
であるがゆえに，成果を問うことのできる段階にも
至っていないのが現状である．それゆえ同制度の成
否を握るのは，優れた事業計画でも，豊富な実績で
もなく，実際に施設管理を行うマネジャー（所長）の
力量である．
そこで本調査においては，指定管理者制度に携わ
る専門家を対象とし，指定管理者による運営が始ま
った公的スポーツ施設における施設管理マネジャー
（所長）に必要とされる「能力と資格の制度化の将
来的可能性」を予測するため，「施設メンテナンスに
関する能力と資格」と「組織マネジメントに関する
能力と資格」の側面から基礎的データを得ることを
目的とした．
第3章　研究の方法
本研究では指定管理者制度に関わる専門家・事業
者を対象に，同じ回答者に調査を2回に分けて行い
意見を集約させていくデルファイ法的手法を用いた．
まず，1次調査において「共通能力」として組織マ
ネジメントの基本的な能力を質問し，同時に「選択・
発展能力」として，屋内型・屋外型スポーツ施設のマ
ネジメントを行うために必要な専門能力についてオ
ープンエンドで回答を求めた．
そして，2次調査において1次調査の結果を示した
上で，同じ回答者に同じ質問形式で回答を依頼し，
さらなる意見集約を図った．その他質問項目は，1次
調査におけるオープンエンドで回答あった内容を類
型化したものを示した上で，質問項目を作成し，更
なる意見の集約を図った．
【調査の概要】
全国の行政，財団，第三セクター，民間企業，NPO
法人における組織本部の企画立案部門の専門家から
現場担当者までの作為的に選んだ516人を対象に郵
送法による質問紙調査を実施した．調査期間は，
2006年2月中旬～3月中旬であり，回答数146人，回
収率は28．29％であった．
1次調査の結果から意見の集約を図るため，2次調
査を行った．送付対象者は，1次調査において回答あ
った146人とした．調査期間は2006年10月下旬～
12月上旬であり，回答数70人回収率は47．9％であ
った．
第4章　結果と考察
結果として3つのことが明らかになった．まず組
織マネジメント能力に関しては，資質の問題である
ことが明らかとなった．次にマネジャーに必要な能
力は，リスクに対処できる能力，様々なステークホル
ダーとの調整力，効率的な人事マネジメントカ，そ
してコストマネジメントカ（財務管理力）であった．
最後に，マネジャーにとって施設メンテナンスとス
ポーツ指導関連資格は必要な知識だということが明
らかになった．
第5章　まとめと提言
今後全ての業界において雇用の流動化が進むにつ
れ，他業界含めた経験あるマネジメント能力に長け
た人材，または資質を持った若手の人材発掘が本分
野においても重要である．数年後に控えた指定管理
者第二次選定において施設マネジャー公募もひとつ
の選択肢ではないだろうか．
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